




 

〔目的〕 

 PMD 児の中には、障害度の進行と共に脊椎に変形をきたすことにより、身体

の位置の安定が図れず、排便時トイレ使用では姿勢が保たれないことと、不安

定な体位では排便までに時間もかかり骨折などのおそれがあり危険である。又

重症化によるベッド臥床にもかかわらず、排便にはトイレを使用したり、ベッ

ドサイドでポータブル便器を使用している為、病状の安静維持の面からも、ベ

ッド上にて安楽な姿勢で排便ができたらと思い工夫してみることにした。 


